
・幅員：8.00m…片側1車線 計2車線の対面通行
…路肩0.75m+車道3.25m+車道3.25m+路肩0.75m

・建築限界：4.8m
…重要物流道路の代替・補完路となることから、
国際海上コンテナ車(40ft背高 H=4.1m)の通行を
考慮して決定（通常はH=4.5m）
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岩手県

一般国道１０７号
▲現道はカーブがきつく見通しが悪い

▲急勾配(8%以上)による円滑な
交通への支障

一般国道107号は、岩手県南部の内陸（北上・奥州方面）と沿岸（大船渡・陸前高
田方面）を直結する重要幹線道路であり、大船渡港から東北横断自動車道（釜石秋
田線）を結ぶ「国際物流道路」の災害時の代替・補完路としての役割を担っていま
す。しかし、現道は急勾配や急カーブが連続し、冬期の交通障害や交通事故が課題
となっています。

以上より、安全で円滑な走行環境を構築することを目的として、特に難所となっ
ている「白石峠地区」のバイパス整備を進めています。
●計画延長：2,700m（うちトンネル区間：2,329m）
●道路区分：第3種第2級 ●設計速度：60km/h
●車道幅員：3.25ｍ×2車線 ●主要構造物：トンネル、橋梁
●路肩幅員(堆雪帯)：住田側1.50m、大船渡側1.25m

図-広域道路ネットワーク計画図（岩手県）

白石峠工区

…終点（住田側）

…起点（大船渡側）

交通量、トンネル延長などから以下の設備を設置します。
・通話型通報設備（片側200m片側配置）
壁掛型12個、ボックス型4個
※参考・・・写真1

・操作型通報設備（片側50m片側配置）
Ⅰ形47個、Ⅱ形2個
※参考・・・写真2

・非常警報設備（起終点計2面）
※参考・・・写真3

・消火器（操作型通報設備と併設）47個
※参考・・・写真2上

・消火栓設備（片側50m片側配置）47個
・誘導表示設備（片側200m千鳥配置）21個
・給水栓設備12個

写真1-通話型通報設備のイメージ(上)
およびその表示灯イメージ(下)

写真2-操作型通報設備
イメージ(1形は消火器併設)

(坑外警報表示板) (補助警報表示板) (坑内警報表示板)
写真3-警報表示板イメージ

設計活荷重:B活荷重 設計供用期間:100年
橋長:29.00m(CL上)      桁長:28.800m(CL上)
支間長:26.80m(CL上)  有効幅員:車道9.5m
斜角:右75’00’00 左74’46’24’
平面線形:A=500   縦断勾配:i=2.658～3.384%

横断勾配:2.00%  交差物件:中沢川(Q=34m3/s)
適用示方書:道路橋示方書(H29.11)
上部工形式:単純鋼I桁橋(塗装仕様)
上部工床版:場所打ちRC床版t=220mm
下部工躯体形式:逆T式橋台
下部工基礎形式:直接基礎

アルミ製器具、LED灯具を設置します。
・基本照明（アルミ製器具、LED灯具）86灯/2329m
・入口照明（アルミ製器具、LED灯具）46灯/400m
・非常駐車帯照明(アルミ製器具、LED灯具)12灯/4ヵ所
・接続道路照明（坑外灯、LED灯具）2灯

岩手県 沿岸広域振興局土木部 大船渡土木センター
〒022-8502 岩手県大船渡市猪川町前田６-１ TEL.0192-27-9919 FAX.0192-27-3225

ホームページ https://www.pref.iwate.jp/engan/ofuna_doboku/index.html

設計荷重:B活荷重
断面長:8.485m(CL上)、6.000m(河川横断上)
設計土被りh=1.4m
内空断面:(B)5000×(H)2500
有効幅員:車道9.0m
斜角:道路中心との交角45°(端部斜角60°)
平面線形:∞ 縦断勾配:i=1.526%
横断勾配:2.00%   交差物件:長岩川(Q=35m3/s)
適用示方書:道路土工ｶﾙﾊﾞｰﾄ工指針(H21度版)
本体工形式:場所打ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ(従来型ｶﾙﾊﾞｰﾄ)
本体工ｺﾝｸﾘｰﾄ:σck=24N/mm2
本体工鉄筋:SD345
基礎工:直接基礎（置換工法）

発行：令和８年３月
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本トンネルは両坑口とも河川が近接するため、起点側にはボックスカルバート（断面長L=8.485m(CL上)）、終点
側には橋梁（橋長L=29.000m(CL上)）による渡河構造物を設けます。
トンネル坑門については、計画路線と斜面が斜交することに加え、前述の渡河構造物との近接等を考慮してトン

ネル坑門を山側へ追い込むためにも、斜面斜坑型を採用しました。

本トンネル開通後も、現道は供用を継続する予定です。この旧道となる道路との取付は交差点により接続します。

図-標準断面図（CⅠ,CⅡ-b断面）

(起点側（大船渡側）)

現況写真①

図-重要物流道路の建築限界について
（参考;国土交通省道路局,重要物流道路制度における国際海上ｺ

ﾝﾃﾅ車の運用について,H30.5,p6）

図-トンネル坑門～明かり部計画平面図 （終点側（住田側））

①

：新規道路

：現道

：河川

②

現況写真②

高速道路・自専道等

車長 16.5m(16.5m)

幅 2.5m(2.5m)

高さ 4.1m(3.8m)

前端

オーバハング
1.3m(1.3m)

軸距
前軸距 4m(4m)

後軸距 9m(9m)

前軸距 4m

後軸距 9m
(6.5m)

後端

オーバハング
2.2m(2.2m)

最小回転半径 12m(12m)

（　）には参考に重要物流道路に該当しない場合の設計車両諸元を記す。

1.3m(1.5m)

4.1m(3.8m)

2.5m(2.5m)

16.5m(12m)

国際海上コンテナ車【40t背高】

諸

　
　
元

設計車両

重要物流道路
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地山条件（主に断面区分や一軸圧縮強度）や施工効率、経済性より、発破掘削方式による「補助ベンチ付全断
面工法」および「上半先進ベンチカット工法」を選定しています。
発破掘削は爆薬で地山を破砕掘削するもので、硬岩地山から土砂地山まで幅広い地山に適用でき、柔軟性に富

んでいるので我が国のように地質の変化の激しい所では経済的な掘削方式となり多用されている工法です。
仮設ヤードの確保や掘削施工時の排水条件より、起点側（大船渡側）からの片押し施工として計画しています。

図-掘削範囲勾配図

ベンチ長=2～4m

➔掘削工法：補助ベンチ付全断面工法
上半と下半のベンチ長を2〜5mとし、全断面を

一回で掘削します。大型機械の使用が可能で効
率的です。

①

②

D＜ベンチ長≦5D
（D=トンネル断面径）

➔掘削工法：上半先進ベンチカット工法
断面を上半と下半に分けて掘削します。地山条

件が悪い場合に早期断面閉合が可能で、汎用性が
高い工法です。

①

②

起点側：施工ヤードスペースの確保が可能 終点側：充分な施工ヤードスペースの確保が困難

最高点

上半 下半
1 CⅠ 785.400 785.400
2 CⅡ-b 1237.400 1237.400
3 CⅠ-L 53.600 53.600
4 CⅡ-L 53.600 53.600
5 DⅠ-b 138.000 138.000
6 DⅢa 充填式FP 25.000 25.000
7 DⅢa-F 注入式FP 26.018 31.264

坑門工・坑口付 9.982 4.736 10.0 0.4
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図-支保パターン図

(CⅠ,CⅡ-b断面) (DⅠ-b断面)

(DⅢa,DⅢa-F断面)

標準断面および支保パターンは地山分類に応じて以下の通りとなっています。

図-標準断面図

主に古生代ペルム紀の坂本沢層および叶倉層に属
する岩盤で構成されており、区間ごとに異なる特徴
を持っています。全体的な地質構成と性状の概要は
トンネル路線に沿って、起点側から終点側にかけて
以下の岩種が分布しています。

石灰岩 (Sls)
起点側に広く分布し、鉱山の採掘対象にもなって

いる 。
粘板岩 (Ss)

トンネル中央付近に分布する。
砂岩・礫岩

終点側に分布し、両者は遷移的な関係にある。

全体として地山はCI（硬岩）〜CM級（中硬岩）、
弾性波速度は3.2〜5.6 km/sと想定されます。石灰
岩区間では新鮮部は硬質ですが、湧水を伴う土砂充
填空洞が多数確認されています。粘板岩区間は割れ
目が多くCII級とされる境界部もあり、礫岩・砂岩
区間は塊状硬質ながらCM級では潜在的亀裂が目立つ
のが特徴です。

車道部および監査歩廊、監視員通路の建築限界に施工
余裕量等を加えて、上半3心円により設定しています。

施工誤差 ｾﾝﾄﾙﾗｲｽﾞ 内装 計 施工誤差 ｾﾝﾄﾙﾗｲｽﾞ 内装 計
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

A 0 7 0 7 A 0 0 0 0
B 0 7 0 7 B 0 0 0 0
C 50 7 0 57 C 50 0 0 50
D 50 7 0 57 D 50 0 0 50
E 50 0 0 50 E 50 7 0 57
F 50 0 0 50 F 50 7 0 57
G 0 0 0 0 G 0 7 0 7
H 0 0 0 0 H 0 7 0 7

座標 建築限界

おがみ

2.000%

(右カーブ
R=2000m)

座標

おがみ

2.000%

(右カーブ
R=2000m)

標準部L=10.5m

建築限界対象区間

図-内空断面検討図

内空断面積
・一 般 部：53.912㎡
・非常駐車帯部：73.408㎡

i＞5% L=700m 最急縦断勾配i=8%
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(仮称)新白石トンネル L=2329.000m
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dt

[D～CL]

Sls

DⅠ CⅡ CⅠ CⅠ-L CⅠ CⅠ-L CⅠ CⅡ DⅠ CⅡ CⅡ-L CⅡ CⅡ-L CⅡ CⅠ CⅡ DⅠ

33.0 100.0 556.1 26.8 50.2 26.8 10.1 40.0 30.0 593.1 26.8 50.2 26.8 226.1 169.0 228.0 75.0

DⅢa-F DⅢa DⅠ-b CⅡ-b CⅠ CⅠ-L(L) CⅠ CⅠ-L(R) CⅠ CⅡ-b DⅠ-b CⅡ-b CⅡ-L(L) CⅡ-b CⅡ-L(R) CⅡ-b CⅠ CⅡ-b DⅠ-b DⅢa DⅢa-F

注入式

FP

充填式

FP

非常

駐車帯

非常

駐車帯

非常

駐車帯

非常

駐車帯

充填式

FP

注入式

FP

上半 0.745 4.246 17.009 13.000 33.000 100.000 556.100 26.800 50.200 26.800 10.100 40.000 30.000 593.100 26.800 50.200 26.800 226.100 169.000 228.000 75.000 12.000 9.009 4.246 0.745 2329.0

下半 0.745 1.623 19.632 13.000 33.000 100.000 556.100 26.800 50.200 26.800 10.100 40.000 30.000 593.100 26.800 50.200 26.800 226.100 169.000 228.000 75.000 12.000 11.632 1.623 0.745 2329.0

DⅢaDⅢa

断面区分

35.0 26.0

坑門工 坑口付 坑口付 坑門工

合計

地質凡例 弾性波速度(km/s)

気仙郡住田町

大船渡市

（参考;地理院地図,電子国土WEB）

※表内の数値は縦断延長(m)を表す

CⅠ断面
CⅡ-b断面の場合は、ロックボルトを

下半まで施工する。

DⅠ-b断面 DⅢa断面
DⅢa-F断面の場合は、先受工を注入

式フォアポーリングL=3000(千鳥配置)
とする。新規路線 新規路線

至 住田町

至 大船渡市

国道107号
（現道）

至 住田町

至 大船渡市
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